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聖霊降臨節第 6 主日礼拝 説教 「神は死んだ」 要旨 

日本キリスト教団藤沢教会 2019 年 7 月 14 日  

ルツ記 1 章 19～22 節 ルカによる福音書 17 章 11～19 節 

本日の説教題を「神は死んだ」とした
わけですが、もちろん、お分かりいただ
いていることとは思いますが、皆さんに
申し上げたいことは、神などいないとい
うことではありません。こうして信仰が
与えられていながらも、その生涯におい
て、私たち信仰者は何度心の中で「神は
死んだ」という言葉を呟くのでしょうか。
主イエスの十字架の出来事が明らかにし
てくれていることであり、このように実
際に何度も、神を見いだせなくなるのが、
こうして神を信じる私たちでもあるから
です。また、そのような私たちであるか
らこそ、この日の御言葉を通し、神は活
きて働いておられる、御言葉はそう私た
ちに語りかけてくれるのです。 

今日の旧約聖書、新約聖書、そのそれ
ぞれに記されている御言葉、それは、そ
のような私たちの信仰を呼び覚ますと同
時に、そこで呼び覚まされる信仰の内実、
つまり、それがいったいどういうものな
のかを明らかにするものです。そして、
それは、「立ち上がって、行きなさい。
あなたの信仰があなたを救った」との主
イエスのお言葉によって現されているも
のであり、このように、信仰が呼び覚ま
され、希望へと大胆に進み行く中で現さ
れるものが、私たちの信仰だということ
です。ただ、それが許されるのは、主イ
エスの「あなたの信仰があなたを救っ
た」との言葉を聞いた者だけです。そし
て、ここではそれがただ一人であったと
語られているわけですが、つまりは、信
仰を我が身を持って現すことができるの
は、主イエスの言葉を聞くその当事者だ
けであるということです。それゆえ、そ
の当事者として、私たちは、主イエスに
よって、大胆に立ち上がることが求めら
れもするのですが、そこで、下をうつむ
くようなことがあってはならないと、あ
るいは、そうすべきではないと、自らの
信仰をそのように受け止めることにもな
るのでしょう。それは、心を高く上げる
ことは、私たちの信仰においては、正し
いことでもあるからです。 
けれども、その一方で、私たちは、こ

の日、今日の旧約聖書の中に、信仰に生

きた一人の女性の次なる一言を見つける
のです。そこには、こう記されています。
「どうか、ナオミ(快い)などと呼ばない
で、マラ(苦い)と呼んでください。全能
者が私をひどい目に遭わせたのです」と、
御言葉は、この年老いた一人の女性の率
直な思いを語るのです。それは、夫を失
い、二人の息子を失い、逃げ場が奪われ
る中、息子の嫁ルツと二人でその生まれ
故郷に戻ることになったのが、このナオ
ミと呼ばれる年老いた気の毒な女性であ
ったからです。そして、その偽ざる気持
ちがこうしてその思いのまま記されてい
るのは、私たちの信仰において、下をう
つむくことが、決して許されないことで
はなく、そういうことはあるし、また、
それ自体は、あっていいということだか
らです。ですから、神を呪い、自分と神
とはまったく関係ないと、その過酷な境
遇がナオミをして、御言葉がこう語らせ
ているわけですから、このナオミと自分
自身とを重ね合わせることに、私たちは
後ろめたさを感じる必要はありません。
けれども、その率直な思いがこのように
語られているのは、私たちに分かりやす
い慰めを与えようとしてのことではあり
ません。 

私たちの多くが、もしナオミと同じ境
遇に置かれたとしたなら、間違いなく同
じようにこのナオミと同じ言葉を口にす
ることでしょう。ただ、その一方で、神
の恵みを我が身で感じることが許されれ
ば、今度は、その同じ口で神の御名を褒
め称えることにもなるのでしょう。そし
て、神を呪うそのナオミも、やがて神を
讃美する者へと変えられていくことにな
るのですが、ただ、一方では神を呪い、
またその一方では神を讃美するというこ
の構図を、私たちはその当事者として、
いや、当事者であるからこそ、この明ら
かな違いをどのように受け止めればいい
のでしょうか。一方のその思いの中には、
神様の存在が際立ち、また、一方の思い
の中からは、神の存在は色あせ、その影
すら感じることができずにいる、その中
で、私たちが求めてやまないことは、神
の存在が色あせることではなく、その存
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在が際立つことでもあるのですが、そこ
で、その喜びを全身体的に現すことにな
ったのが、「あなたの信仰があなたを救
った」と主イエスにこう語りかけられた
男性でありました。 

ただ、主イエスから「あなたの信仰が
あなたを救った」と言われ、神様が活き
て働かれていることを身をもって感じる
ことになったこの男性も、最初からこの
思いで一杯だったわけではありません。
その直前においては、ナオミ以上に重い
気持ちでいたのです。それは、御言葉に
あるように、この男性が重い皮膚病を患
っていたからです。そして、この男性の
苦しみは、この重い病だけが原因ではあ
りませんでした。そのことに加えて、こ
の病ゆえに担わなければならなくなった
悲しい現実、それは、病ゆえに家族は解
体し、この男性に限らず、この病を負っ
た人々は、孤立した状況の中、その人生
を歩まねばならなかったのです。ですか
ら、冒頭において、御言葉は、その苦し
みの大きさをこう記すのです。それは、
この男性と同じ病に苦しむ十人の人々が、
とある村で主イエスを出迎えたときのこ
とでした。その時、この十人の人たちは、
「遠くの方に立ち止まったまま、声を張
り上げ、『イエス様、先生、どうか私た
ちを憐れんでください』と言った」と御
言葉は語るのです。主イエスを見つけ、
すぐに主イエスのお側近くに駆け寄るの
ではなく、遠くから大声を張り上げ、主
イエスに向かって叫ぶしかなかった、そ
れが、この病に苦しむ人々の置かれてい
る現実であったということです。 

このように、主イエスに向かって、
『憐れんでください』と訴えるこれらの
人々と主イエスとの間には、見えない大
きな隔たり、距離があり、この距離を私
たちは実際にどのように受け止めればい
いのでしょうか。彼らが感じたであろう
主イエスとの距離感、それが、遠くに立
ち止まり、たたずみ、声を張り上げ叫ぶ
しかなかったということですが、それゆ
え、この隔たりを社会、世の中から受け
る差別、偏見と見なすこともできるので
しょう。つまりは、それを御言葉はこの
ような距離感をもって現したということ
です。けれども、それが悲惨であるのは、
それが、100 メートルなのか、それとも、
200 メートルなのか、そういった具体的

数字が問題なのではありません。主イエ
スに近づくことも許されないと、自分自
身でそう思わざるをえなかったところに、
彼らの抱えた悲しみと苦しみが現されて
いると思うのです。それは、彼らが、家
族と引き離され、寄る辺なき場所に身を
落とし、なおその人生を生きねばならな
かったことを物語るものであり、そして、
そこにしか彼らは自らの人生を築くこと
ができなかったということです。そして、
さらに、私たちの胸を締め付けるのは、
これらの人々と社会、世の中との隔たり、
言葉に言い表すことのできないこれらの
苦しみと悲しみが、神の独り子との出会
いとその関わりにおいてこのように言い
表されているということです。 

彼らにとって、主イエス以外にすがる
者はなかったわけです。そして、このこ
とは同時に、深い溝の向こう岸に彼らが
置かれているその苦しみについては、当
時のユダヤ社会の人々は、誰一人として、
気にかける者はいなかったということで
す。つまり、神の民に黙殺されていたの
が、ユダヤの民のその仲間でもあるこの
重い皮膚病を患っている人々であったと
いうことです。それゆえ、彼らはこう思
ったことでしょう。「神に見捨てられ
た」と。けれども、この人たちがそう思
うことは、今申しましたように、ユダヤ
の人々の誰もが納得していることでもあ
りました。つまり、ユダヤ社会に生きる
人々は、彼らのその境遇をかわいそう、
気の毒にと、仮にそう思うことがあって
も、誰一人としてそれを真面目に取り上
げる者はいなかったということです。そ
れも真面目な人であればあるほど、この
現状を変えよう、変えたいと思う者はい
なかったのです。仕方ない、当然だ、そ
ういう思い、そういう目で、この過酷な
境遇に生きざるを得ない人々を見つめて
いたのが、ユダヤ社会における善良と目
されている人々でもありました。それは、
彼らが宗教的に不浄と見なされていたか
らです。ですから、ナオミ以上に過酷な
人生を歩んでいたのが、この一人の男性
であったのは間違いありませんが、ただ、
重い病を負った人々に対するユダヤ社会
のそのような仕打ちには、情だけでは決
して解決を見ない、そうせざるを得ない
客観的かつ明確な理由があったのです。 
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この重い皮膚病と言われている病にか
かった人々を社会から排除する理由は、
ユダヤ共同体を共同体たらしめる律法に
記されていることでもありました。それ
ゆえ、ケガレと見なされる人々と関わる
ことは、ユダヤ社会に生きる者にとって
は、命に関わるほど危険なものでもあっ
たのです。それは、神に反する行為でも
あったからです。けれども、彼らのその
過酷な境遇を考えるなら、私たちは、な
おさら許せない気持ちにもなるのでしょ
う。神を盾にとって、そのような非道な
真似をしていいはずはないからです。で
すから、彼らが、主イエスによって癒や
され、この苦界から解放されたことを思
いますと、主イエスの有り難みを改めて
思わされもするのです。しかし、そこで、
改めて御言葉をよく見ていきますと、あ
ることに気がつかされるのです。 

遠くの方から大声で叫ぶこの重い病を
負った人々に対し、主イエスは、その人
たちのことを、その人たちの方をただ見
ただけなのです。つまり、近づくわけで
もなく、また、その人たちに手を置いた
わけでもない、主イエスは、この人たち
の方をただ見つめるだけで、そして、そ
の主イエスがこう言ったというのです。
「祭司たちのところに行って、体を見せ
なさい」と。そして、それに続けて御言
葉はこう語るのです。「彼らは、そこへ
行く途中で清くされた」と。つまり、主
イエスと出会い、そこで直ちに彼らは清
くされたわけではなく、清くされたのは、
しばらくしてのことであったということ
です。そして、私はこの点が一番気にな
るのですが、彼らの社会からの排除を客
観的に判定する立場にあった祭司のとこ
ろに、主イエスは、どうしてその体を見
せるようにとわざわざ言ったのか、とい
うことです。 

このことはつまり、主イエスが当時の
社会制度、体制から外れなかったという
ことでありますが、つまり、差別、偏見
を生み出すこの枠組みの中で行われたこ
とが、主イエスの清め、奇蹟であったと
いうことです。つまり、この悲しい現実
を生み出し、また再生産する枠組みのそ
の根底にあるもの自体には、主イエスは
手をつけなかったということです。です
から、制度の根本的な欠陥にすら手をつ
けることもない、主イエスのこの消極的

とも言える姿勢を私たちはどのように考
えればいいのでしょうか。今を生きる私
たちの身の回りにも、様々な差別や偏見
を見ることができますが、それが解消さ
れずにいるのは、主イエスのこの消極的
姿勢によるものでもあるのでしょうか。
それゆえにまた、そこで、あることを思
わずにはいられません。宗教が人を抑圧
的状況に追いやり、その逃げ場すら奪う
事実が未だ温存されていることを思いま
すと、しかも、それが、信仰の名を借り
て、信仰深いと目される人々を通し繰り
返されてもいる事実を見て行くと、主イ
エスのこの消極的姿勢が、そうした現実
の後押しをしているとも考えられるので
しょう。ですから、「神は死んだ」とい
うニーチェのあの有名な言葉があります
が、牧師の子でもあったニーチェがその
ように神について語ったのは、社会に対
し抑圧的に働く宗教制度への批判、つま
り、逃げ場を奪い、自由を奪う教会の制
度的欠陥に対してのことであったという
ことです。「神は死んだ」と語ったニー
チェにとって、神が死んだ世界は重苦し
い灰色の世界ではなく、神が死んだこと
によってもたらされるバラ色であったと
いうことです。 

ただ、ニーチェをして「神は死んだ」
と言わしめたものは、これは矛盾としか
いいようのないことなのですが、皮肉な
ことに神を信じる人々のその真面目さゆ
えでもありました。真面目さと窮屈さが
結びつき、結果、そのように言わしめる
ことにもなったからです。ただ、主イエ
スは、ここではそうした真面目さを非難
せずに受け入れているわけです。ですか
ら、そこにまた、苛立ちを覚える人もい
るのでしょうが、しかし、物事の枠組み
をただ否定し、解体することでもっとい
い何かが生み出されることがあるのでし
ょうか。あるいはまた、無批判に自己保
身のためだけに枠組みを肯定し続けるこ
とで、そこでもっといい何かが生まれる
ことがあるのでしょうか。私たちが歴史
から学んでいるのはこの点であるように
思いますが、けれども、それだけにまた、
主イエスのどっちつかずのこの姿勢に苛
立ちを感じることもあるのでしょう。結
果が伴えばまだしも、結果が直ちに示さ
れないとき、私たちは、苛立ちを募らせ、
「神に見捨てられた」、「神などいな
い」とつい口走ることにもなるからです。
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このように、神への肯定と否定との間を
行ったり来たりすることになるのが、こ
うして神様を信じる私たちでもあるので
しょうが、けれども、ここに記されてい
ることは、私たちがそのようなものであ
るからこそ、主イエスは、消極的と思え
る態度で臨み、そして、私たちが信仰の
当事者として生きる道をはっきりと示そ
うとされたのです。 

そこで、二つの言葉に注目したいので
すが、一つは 11 節の「間」という言葉
です。そして、もう一つは、11 節と 14
節にある「途中」という言葉です。主イ
エスは、エルサレムに向かうその途中、
サマリアとガリラヤの間を通られたとの
ことですが、このサマリアとガリラヤ、
つまりユダヤとサマリアとは、かつては
同じ一つの宗教的枠組みの中で仲良く暮
らしてもおりました。つまり、同じ神の
言葉を神の言葉として受け入れていたと
いうことです。ただ、それがこのように
袂を分かつことになったのは、それぞれ
が真面目に神を信じたからであり、また、
その真面目さゆえに、神から人々を引き
離すことにもなったのです。互いに排除
し合うことになったのはそれゆえのこと
でもありますが、主イエスは、その
「間」を通り抜け、十字架へと向かわれ
たのです。従って、この問題については
何もせず、主イエスはただ通り過ぎただ
けなのですが、またそれは、ここで取り
上げられている重い病についてもそうで
した。祭司のところに行って体を見せな
さいと言うだけで、それ以上のことは直
ちにしなかったからです。そして、この
どっちつかずの状態に置かれているのが、
こうして神を神として信じる私たちでも
あるのでしょう。ですから、私たちが、
自分の罪や人の罪に敏感になるのは、こ
のどっちつかずの自分に我慢がならない
からだとも言えるのでしょう。それゆえ
にまた私たちは、迷うのです。それは、
教会という枠組みの中を生きつつも、一
方では、この世の論理に支配されてもい
るからです。けれども、信仰は、そうし
た状況の中で現されるものだということ
です。 

サマリアとガリラヤとの間に、そして、
人と人との間に、この「間」に私たちが
見出すものは何なのでしょうか。さらに、
罪人である私たちが集められ、こうして

礼拝を献げ、そこに見出すものは何なの
でしょうか。それは神様とイエス様であ
り、同時に、罪人である自分自身の姿で
す。けれども、そこには、間違いなく神
様の救いとイエス様ゆえの赦しが置かれ
ているのであり、従って、私たちがこう
して礼拝を共にしている以上、神の正し
さから漏れ出る者は一人もおりません。
ただ、私たちが神を知り、キリストを経
験したとしても、「間」は「間」のまま
であり、それで、そこがきれいに片付け
られるわけではありません。けれども、
そこに主イエスが共にいてくださればこ
そ、そこは、また別の意味を持つことに
もなるのです。つまり、一般的に「ケガ
レ」と目されるその場所は、そのままで
は人が近づくことのできない場所、近づ
きたくもない場所なのかもしれませんが、
けれども、そこに主イエスが共にいます
がゆえに、神様の創造の力が満ちあふれ
たところとされるのです。 

枠組みを維持したまま、主イエスが重
い病を患った人々を祭司のもとに送り出
し、また、重い病を患ったまま、人々が
主イエスのその言葉に従って祭司のもと
へとその一歩を踏み出し、その途中で清
くされたのは、主イエスと出会った人々
が、主イエスと自分自身との間にどれほ
ど隔たりを感じようとも、また、自分と
自分が生きる社会との間にどれほどの壁
が置かれていようとも、そこに主イエス
のお言葉が置かれているがゆえに、そこ
は特別な場所とされているのです。「途
中」という言葉はそのことを現している
のであり、それゆえ、主の言葉に従う
人々は、歩むその「途中」で必ず主の希
望に与ることになるのです。ただ、そこ
で、自分はまだだ、だから、主イエスの
言葉には期待できないと思う人もいるこ
とでしょう。けれども、その時、主イエ
スによって「あなたの信仰があなたを救
った」と言われた、主イエスの言葉に従
うその当事者の姿を思い起こしたいと思
います。なぜなら、御言葉が語るように、
「途中」は主イエスの御栄が表される場
所であり、私たちを希望へと導くこの特
別な場所にすでに生きているのが私たち
信仰者だからです。希望に向かって、今
週もまた大胆にその一歩を踏み出す私た
ちでありたいと思います。 

祈り 


